
報告事項３－(４) 
 

「『日本中央回廊』の効果最大化に資する道路ネットワーク整備」の要望活動 

 

１月 16 日（木）、水野会長、柘植副会長は、丹羽衆議院議員をはじめ地元選出の国会議員と

ともに、2024 年３月に公表した提言書「『日本中央回廊』の効果最大化に資する道路ネットワ

ーク整備」に基づき、国交省および自民党幹部と下記の通り面談し、国の支援を要望した。 

 

 

 

記 

 

1. 日 時 2025年１月 16日(木) 

 

2. 要望項目 

○「日本中央回廊」の効果の最大化に資する道路ネットワーク 

・リニア中間駅からの南北軸となる高規格道路 

・リニア中間駅から高規格道路までのアクセス道路 

等の整備促進 

 

3. 参加者                            （敬称略）  

(一社)中部経済連合会 水野会長、柘植副会長、 

増田専務理事、宮本常務理事事務局長、根本常務理事 

同行国会議員 ＜衆議院議員＞ 

丹羽秀樹、工藤彰三、長坂康正、根本幸典 

＜参議院議員＞ 

藤川政人、酒井庸行、里見隆治、安江伸夫 

 

4. 面談者 

国土交通省 小林賢太郎 道路局企画課長※１ 

（※１：中野大臣の体調不良により、代理対応） 

吉岡幹夫 事務次官※２ 

（※２：挨拶訪問の際に、説明実施） 

自由民主党 森山裕 幹事長 

鈴木俊一 総務会長 

 

 

 

 

 

 



5. 面談者からの主なコメント 

面談者 面談者からのコメント 

小林 

国交省 

道路局企画課長  

・道路整備で期待される効果を経済界から言ってもらえると大変ありが

たい。我々としても財務省に訴えやすくなる。 

・一つ一つの路線を見ると、整備率がまだ半分以下というところも多く

ある。しっかりと進めていきたい。 

森山 

自民党 

幹事長 

  

・日本中央回廊の効果最大化に資する道路整備という視点はおっしゃる

通りだと思う。大事な視点でありしっかりと進めていきたい。 

・「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」が令和７年度

で終了する。その次の計画策定について、それぞれの地域が持ってい

るプロジェクトをしっかりと拝見して、早急に取り組みたい。 

鈴木 

自民党 

総務会長 

   

・これまで整備してきたインフラを、有機的につなげてさらに効果を高

めていこうという壮大な計画であると理解している。 

・当面は道路整備を一つ一つ着実に進めていくが、その効果を検証でき

るようになると良いのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

吉岡国土交通事務次官との面談 小林国交省道路局企画課長との面談 

森山自民党幹事長との面談 鈴木自民党総務会長との面談 


